








A Study on Evaluation of Cities on the Sea of japan 
by Formation of Exchange Point 
Yoshiaki HONDA and Ikumi KOBAYASHI 
(Received Aug. 8， 1994) 
This paper tries to evaluate the Exchange Point of Cities on the Sea of Japan in 
the time of the regional exchange in Japan sea rim area. 
Firstly， 33 cities are evaluated by five index presenting function of exchange 
pomt. 
Secondly， degree of exchange and accumulation is tasted by Factor Analysis 
composed of 14 index， and classified into four clusters by Clusters Analysis. 

























拠点の形成を日指す J と位置付けているじまた、東京~福岡間の第 a 国土軸、それに次ぐ第二国土






































コンペンション lン施設数、都市の紹介・ PR etc. 
産業集積 1地場産業 地場産業の支援実績、事業所数、販売額額
機能 1先端産業 l先端産業等の誘致実績、事業所数、販売額額




























































得点の大きい都市は、新潟市 (0.851)、金沢市 (0.772) 、富山市 (0.690) の順で、他の都市
と比較して突出しており、福井市 (0.547) 、鳥取市 (0.505) と続いている。逆に、得点の小さい
都市は、小さい方から小樽市 (0.150)、男鹿市 (0.169) 、稚内市 (0.176) 、留萌市 (0.195)の
順で、これらも他の都市と比較してもかなり小さい値である。
新潟市においては、 「人口」、 「人口密度」、 「流入超過人数(流入人口一流出人口) J 、 「昼






一方、小樽市においては「流入超過人数」、 「増減数J とも負に最も大きく、他の 6指標につい
ても小さい値である。これらの都市は都市としての集積量が減少しているように恩われる。
②国際交流機能
機能得点の大きい I1頂仁、金沢市 (0.772) 、新潟市 (0.698)が突出しており、次いでやや下がっ
て富山市 (0.531)、下関市 (0.491)となる。逆に得点の小さい都市は男鹿市 (0.012) 、新湊市
(0.016) 、留萌市 (0.019) の順でほとんど Oに近い値である。









富山市 (0.670) 、旭川市 (0.580) 、秋田市 (0.579) 、福井市 (0.549) と続いていており、小さ
い都市は、留萌市 (0.128) 、新湊市 (0.153)、境港市 (0.177) 、の順仁なっている。
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表-2 交流機能得点
都道府県 No. 都市名 基礎f"-IJ国際父涜 高度情報 産業集積 文化余暇 交通結節 総合得点
北海道 稚内市 0.176 0.144 0.199 0.076 0.092 0.165 0.851 
2 旭川市 0.300 0.347 日)0.580 ⑤ 0.506 0.346 ③ 0.422 @ 2.499 
留萌市 0.195 0.019 0.128 0.053 0.082 0.059 0.537 
4 小樽市 0.150 0.137 0.332 0.240 0.258 0.280 1. 398 
5 函館市 0.306 0.316 0.482 0.448 0.246 ② 0.519 2.317 
青森県 8 青森市 0.359 0.157 0.432 0.433 0.193 0.315 1. 889 
7 弘前市 0.376 0.088 0.306 0.252 0.337 0.132 1. 490 
秋田県 8 能代市 0.267 0.035 0.183 0.108 0.010 0.045 0.648 
9 秋田市 0.499 0.208 ゆ 0.579 0.503 0.361 0.344 2.495 
10 男鹿市 0.169 0.012 0.217 0.042 0.088 0.033 0.562 
山形県 11 酒田市 0.346 0.076 0.231 0.193 0.095 0.081 1.021 
12 鶴岡市 0.306 0.060 0.257 0.172 0.091 0.060 0.946 
‘13 山形市 0.432 0.317 0.390 0.446 3② y 0.408 0.245 2.239 
新潟県 14 新潟市 回0.851② 0.698 ~ 0.781 野0.866 0.555 ① 0.799 1) 4.551 
15 長岡市 0.454 0.194 0.337 0.390 0.261 0.266 1. 900 
16 上越市 0.326 0.121 0.239 0.241 0.242 0.187 1. 356 
富山県 17 富山市 ② 0.690 険 0.531@ 0.670 ゆ0.719③ 0.545 ④ 0.420 @ 3.574 
18 高岡市 0.443 0.232 0.331 0.434 0.122 0.243 1.806 
19 新湊市 0.231 0.016 0.153 0.091 0.008 0.120 0.619 I 
石川県 20 金沢市 ② 0.772 ① 0.722 ① 0.797 :D 0.889 rD 0.688 0.364 @ 4.233 
21 七尾市 0.291 0.176 0.261 0.098 0.149 0.053 1.027 
22 小松市 0.287 0.208 0.329 0.207 0.184 0.300 1. 516 
福井県 23 福井市 島0.547⑤ 0.388 0.549 rD 0.535 日)0.429 0.259 島 2.708
24 武生市 0.296 0.185 0.215 0.162 0.097 0.087 1. 042 
25 敦賀市 0.307 0.217 0.245 0.150 0.097 0.134 1.150 
思都府 26 舞鶴市 0.281 0.248 0.260 0.149 0.190 0.177 1. 305 I 
鳥取県 27 鳥取市 @ 0.505 0.186 0.385 0.283 0.384 0.156 1.899 
28 米子市 0.484 0.162 0.264 0.256 0.260 0.185 
29 境港市 0.361 0.035 0.177 0.069 0.139 0.070 0.851 
島根県 30 松江市 0.459 0.243 0.273 0.256 0.227 0.036 1.495 
31 出雲市 0.361 0.201 0.257 0.166 0.111 0.084 1.180 
32 浜田市 0.261 0.048 0.203 0.092 0.089 0.134 0.827 
山口県 33 下関市 0.424 rD 0.491 0.443 0.424 0.312 ⑤ 0.391 2.485 








機能得点の大きい都市は金沢市 (0.889) 、新潟市 (0.866) 、富山市 (0.719) の順で非常に突
出しており、やや下がって福井市 (0.535) 、旭川市 (0.506) が続いている。逆に、機能得点の小




機能得点は金沢市 (0.688) が突出して大きく、次いで新潟市 (0.555) 、富山市 (0.545) がほ







この機能は、新潟市 (0.799) の機能得点が突出して大きくなっており、次いで、函館市 (0.519)
、やや下がって旭川市 (0.422) 、富山市 (0.420)、下関市 (0.391) が並んでいる。機能得点の


















































































































































因子寄与率は71.6%で、各指標白うち特に正の相聞が高いのは、 「昼間人口 J、 「出国日本人数」
「供給情報量全メディア」、 「卸売・小売・飲食年間販売額」、 「大型応庖舗数」、 「金融機関













































第 1因子 第 2因子 第 3因子
0.316 -0.046 0.064 
牢 0.613 0.108 0.128 
0.264 本 0.643 0.185 
本 0.828 0.220 0.028 
0.090 0.301 0.059 
本 0.886 0.210 0.200 
ヰ 0.707 0.043 0.272 
0.095 -0.089 -0.004 
0.294 牢 0.678 -0.150 
0.141 0.349 本 0.677
0.017 牢 0.776 0.091 
0.290 0.276 事 0.768
0.239 -0.197 本 0.735








































第 1因子 第 2因子
0.529 0.689 
本 0.921 0.366 
本 0.821 0.504 
本 0.954 0.198 
0.191 本 0.886
0.434 牢 0.778
牢 0.809 0.501 
本 0.866 0.354 
本 0.781 0.534 
0.126 本 0.780
本 0.791 0.402 
本 0.780 0.229 
本 0.778 0.074 




僻道府県 都市名 Nu 都市交流指標 都市集積指標
第 1因子 第2因子 第3因子 第 1因子 第 2因子
北海道 稚内市 -0.494 -0.446 ー0.167 -0.561 -1. 077 
旭川市 2 0.996 0.328 -0.889 2.457 -1. 461 
留萌市 3 -0.496 -0.709 -0.202 -0.793 -0.827 
小樽市 4 -0.305 由 0.474 0.218 0.443 -1.074 
函館市 5 -1. 108 2.973 0.230 1. 931 -1. 485 
青森県 青森市 6 -0.713 0.970 0.267 0.641 -0.487 
弘別市 7 0.867 -0.731 -0.273 0.121 -0.508 
秋田県 能代市 8 -0.541 -0.570 -0.183 -0.554 -0.911 
秋田市 9 1. 698 0.238 -0.631 0.570 0.173 
男鹿市 10 -0.638 -0.188 目 0.204 -0.692 -1.164 
山形県 酒田市 1 一0.565 -0.920 -0.020 -0.530 -0.061 
鶴岡市 12 -0.430 0.567 -0.427 -0.488 ー0.095
山形市 13 0.507 0.835 -0.357 0.579 0.118 
新潟県 新潟市 14 1.888 0.880 4.287 2.501 1. 065 
長岡市 15 0.029 -1. 320 1.199 ー0.085 0.504 
上越市 16 -0.256 -0.728 -0.076 -0.459 0.400 
富山県 富山市 17 1. 454 1.503 -0.787 0.277 2.601 
高岡市 18 -0.258 -0.243 -0.198 -0.633 2.016 
新湊市 19 -0.641 -0.536 -0.11 0 -1. 228 0.456 
石川県 金沢市 20 2.744 0.419 -1.044 1. 916 1.661 
七尾市 21 -0.583 0.257 -0.230 -0.819 -0.470 
小松市 22 -0.862 1.763 0.580 -0.476 0.270 
福井県 福井市 23 1. 593 -0.611 -0.590 0.475 0.860 
武生市 24 -0.564 -0.519 -0.240 一0.846 0.351 
敦賀市 25 ー0.507 -0.531 ー0.103 -0.992 0.386 
京都府 舞鶴市 26 -0.610 -0.657 -0.018 -0.420 -0.566 
鳥取県 鳥取市 27 0.328 -0.478 -0.340 -0.498 1.101 
米子市 28 -0.802 0.566 -0.149 -0.197 -0.030 
境港市 29 -0.950 -0.758 0.084 -0.924 -0.615 
島根県 松江市 30 0.018 0.414 -0.434 -0.192 -0.289 
出雲市 31 -0.627 0.593 -0.372 -0.846 0.077 
浜田市 32 -0.492 -0.485 -0.197 -0.758 -0.870 








クラスター 第 1因子 第2因子 第 3因子
稚内市 -0.494 -0.446 -0.167 
32 浜田市 -0.492 -0.485 ー0.197
-ー・
24 武生市 -0.564 -0.519 -0.240 
能代市 -0.541 -0.570 ー0.183
ー ‘ー・・-...
第 25 敦賀市 -0.507 -0.531 -0.103 
19 新湊市 -0.641 -0.536 -0.11 0 
留萌市 一0.496 -0.709 -0.202 
26 舞鶴市 -0.610 -0.657 -0.018 
16 上越市 -0.256 -0.728 -0.076 
11 酒田市 -0.565 -0.920 -0.020 
1 18 高岡市 -0.258 -0.243 -0.198 
+・....
10 男鹿市 -0.638 -0.188 -0.204 
4 小樽市 -0.305 -0.474 0.218 
29 境港市 -0.950 -0.758 0.084 
平均 -0.523 -0.555 -0.101 
13 山形市 0.507 0.835 -0.357 
12 鶴岡市 -0.430 0.567 -0.427 
第 31 出雲市 -0.627 0.593 -0.372 
21 七尾市 -0.583 0.257 -0.230 
28 米子市 -0.802 0.566 -0.149 
2 30 松江市 0.018 0.414 -0.434 
6 青森市 -0.713 0.970 0.267 
平均 -0.376 0.600 国 0.243
7 弘別市 0.867 -0.731 -0.273 
第 27 鳥取市 0.328 巴 0.478 -0.340 
23 福井市 1.593 -0.611 -0.590 
9 秋田市 1.698 0.238 -0.631 
3 2 旭川市 0.996 0.328 -0.889 
平均 1. 096 -0.251 -0.545 
第 33 下関市 0.320 -1.403 1.376 
15 長岡市 0.029 .-'..1320 1.199 
4 平均 0.175 ー1.361 1.288 
20 金沢市 2.744 0.419 -1.044 
そ 17 富山市 1. 454 1.503 -0.787 
の 22 小松市 -0.862 1.763 0.580 
他 函館市 -1.108 2.973 0.230 
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③ ~ll 陰地域における課題は交通結節機能で、交流拠点は松江市である。関同・ 1111場地域との結び、づ
きが強く、日本海側の窓口として展開できる。
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